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第
55
回
長
崎
県
防
衛
協
会 

定
期
総
会
を
支
援

衛
隊
協
力
団
体
や
自
衛
隊
の

部
隊
長
な
ど
、
約
１
０
０
名

が
聴
講
し
ま
し
た
。

　

沖
邑
師
団
長
か
ら
は
、
日

本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環

境
、
陸
上
自
衛
隊
の
任
務
及

び
取
り
組
み
や
女
性
自
衛
官

の
活
躍
を
始
め
、
自
衛
官
募

集
・
予
備
自
衛
官
管
理
・
退

職
自
衛
官
の
就
職
の
援
助
な

ど
地
本
の
業
務
に
つ
い
て
も

講
話
を
頂
き
、
聴
講
し
た
皆

さ
ん
も
各
種
任
務
に
対
応
し

て
い
る
自
衛
隊
員
の
活
躍
を

再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、

中
村
法
道　

会
長
（
長
崎
県

知
事
）
挨
拶
に
続
き
、
長
崎

県
議
会
議
長　

瀬
川
光
之　

様
の
祝
辞
の
後
、
終
始
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
盛
会

に
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

(

援
護
課
）

　

長
崎
地
本
（
本
部
長　

小
谷
克

己
１
海
佐
）
は
、６
月
19
日
（
水
）、

長
崎
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
実

施
さ
れ
た
長
崎
県
防
衛
協
会
（
会

長
：
中
村
法
道　

長
崎
県
知
事
）

の
第
55
回
定
期
総
会
を
支
援
し
ま

し
た
。

　

総
会
冒
頭
に
は
、
会
長
代
理
と

し
て
副
会
長
（
島
原
半
島
防
衛
協

会
会
長　

古
川
隆
三
郎　

島
原
市

長
）
が
、
国
民
の
防
衛
意
識
の
高

ま
り
に
あ
わ
せ
自
衛
隊
に
対
す
る

期
待
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る
今

日
、
今
後
も
会
員
の
結
束
を
図
り

防
衛
意
識
の
高
揚
に
努
め
る
と
共

に
、
自
衛
隊
の
各
種
活
動
を
幅
広

く
支
援
す
べ
く
事
業
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
陸
上
自
衛
隊
第
４
師

団
長
（
沖
邑
佳
彦
陸
将
）
に
よ
る

講
演
（
演
題
「
強
靭
な
陸
上
自
衛

隊
の
創
造
」）
が
行
な
わ
れ
、
会
員

だ
け
で
な
く
県
危
機
管
理
課
、
県
・

市
議
会
議
員
の
方
々
、
長
崎
県
自

　

て
重
要
な
任
務
を
担
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
任
務
達
成
に

必
要
と
な
る
の
も
、
ま
た
地
域

社
会
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支

援
で
あ
り
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
私
共
地
方
協

力
本
部
は
、
引
き
続
き
皆
様
か

ら
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
け

る
よ
う
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
改
め
て
日
頃
の
皆

様
の
ご
支
援
に
感
謝
致
し
ま
す

と
と
も
に
、
皆
様
と
の
か
け
は

し
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
約
束

し
、
着
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　

８
月
２
日
付
で
、
第
34
代
長
崎
地
方
協
力

本
部
長　

小
谷
１
等
海
佐
は
、
海
上
自
衛
隊

幹
部
学
校
運
用
教
育
研
究
部
主
任
教
官
（
目

黒
）
に
ご
栄
転
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
谷
１
佐
は
、
統
率
方
針
「
県
民
と
の
か

け
は
し
に
な
る
」、要
望
事
項
「
誠
心
誠
意
」・

「
明
る
い
部
風
」
を
掲
げ
、
平
成
29
年
８
月

か
ら
２
年
間
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
任
中
、
各
首
長
、
協
力
諸
団
体
の
長
等

を
精
力
的
に
訪
問
す
る
と
と
も
に
各
種
行
事

等
に
も
積
極
的
に
出
席
し
、
密
接
な
協
力
体

制
を
確
立
し
て
、
県
民
の
防
衛
省
・
自
衛
隊

に
対
す
る
理
解
の
促
進
と
信
頼
獲
得
に
努
め

ら
れ
ま
し
た
。
募
集
業
務
に
お
い
て
は
、
厳

し
い
募
集
環
境
が
継
続
す
る
中
、
自
ら
創
意

を
凝
ら
し
学
校
訪
問
等
を
実
施
す
る
と
と
も

に
各
部
員
を
的
確
に
指
導
し
、
数
多
く
の
入

隊
者
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

　

就
職
援
護
業
務
に
お
い
て
は
、
優
良
な
求

人
情
報
の
獲
得
に
努
め
、
退
職
隊
員
の
ニ
ー

ズ
に
合
致
し
た
就
職
援
助
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
離
島
に
お
け
る
新
規
企
業
開
拓
に
も

　小谷本部長離任式

　

初
め
ま
し
て
。
私
は
、８
月
２
日
付
を
も
ち
ま
し
て
、

前
任
の
小
谷
１
等
海
佐
か
ら
第
35
代
自
衛
隊
長
崎
地

方
協
力
本
部
長
を
引
継
ぎ
ま
し
た
西
田
１
等
海
佐
で

す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
か
ら
長
崎
地
方

協
力
本
部
の
業
務
に
対
し
て
深
い
ご
理
解
と
多
大
な

ご
支
援
を
賜
り
、
長
崎
地
方
協
力
本
部
を
代
表
し
、

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
長
崎
地
方
協
力
本
部
が
地
域
の
皆
様
と
防

衛
省
・
自
衛
隊
と
の
か
け
は
し
と
な
る
べ
く
、
改
め

て
気
を
引
き
締
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
と
役
割

を
果
た
す
べ
く
真
摯
に
取
り
組
ん
で
行
こ
う
と
固
く

決
意
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
周
辺
を
含
む
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地

域
に
お
け
る
安
全
保
障
環
境
は
日
々
変
化
し
て
お
り
、

サ
イ
バ
ー
空
間
な
ど
の
新
た
な
領
域
に
お
け
る
課
題

の
顕
在
化
な
ど
、
安
全
保
障
環
境
上
の
問
題
も
広
範

か
つ
多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
自
衛
隊
は
各
種
事
態
に
対
し
シ
ー

ム
レ
ス
か
つ
機
動
的
に
対
応
し
、
長
期
化
に
も
持
続

的
に
対
応
し
う
る
態
勢
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
抑

止
力
と
な
る
よ
う
日
々
任
務
に
従
事
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
は
、
平
素
か
ら
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な

い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
協
力
本
部
は
、
自
衛
官
採
用
か
ら
退

職
す
る
自
衛
官
の
再
就
職
援
護
、
そ
し
て
予
備
自
衛

官
の
管
理
等
、
自
衛
隊
の
人
的
基
盤
を
支
え
る
極
め

　

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
等
、
退
職
隊
員
の

再
就
職
基
盤
を
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
予
備
自
衛
官
等
業
務
に
お
い
て

は
、
予
備
自
衛
官
等
と
の
連
携
強
化
を
図
る

た
め
、
予
備
自
衛
官
通
信
の
刊
行
、
予
備
自

衛
官
の
隊
員
自
主
募
集
等
の
新
た
な
施
策
に

着
手
さ
れ
、
予
備
自
衛
官
等
の
充
足
数
及
び

訓
練
出
頭
率
の
方
面
目
標
達
成
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

８
月
１
日
（
木
）
に
行
わ
れ
た
離
任
式
に

お
い
て
、
立
会
官
の
西
部
方
面
総
監
部
幕
僚

副
長
平
田
陸
将
補
は
、「
小
谷
本
部
長
の
築

か
れ
た
輝
か
し
い
功
績
を
継
承
し
、
長
崎
地

本
の
さ
ら
な
る
充
実
発
展
と
良
き
伝
統
を
継

承
し
て
も
ら
い
た
い
。」
と
訓
示
さ
れ
、
そ

の
後
、
小
谷
本
部
長
か
ら
は
、「
長
崎
地
本

で
の
充
実
し
た
勤
務
の
お
礼
と
、
各
課
業
務

の
さ
ら
な
る
躍
進
を
期
待
す
る
。」
と
述
べ

ら
れ
離
任
式
を
終
了
し
ま
し
た
。　

　

最
後
に
、
地
本
部
員
全
員
の
見
送
り
を
受

け
、
小
谷
本
部
長
は
笑
顔
で
長
崎
地
本
を
後

に
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

  第 35 代本部長に西田洋一郎 1 等海佐が着任
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人　

事
壱
岐
駐
在
員
事
務
所
長

　

陸
曹
長　

山
内　

勇　

令
和
元
年
８
月
１
日
付

総
務
課
人
事
係
へ

　

陸
曹
長　

米
川　

大
二

　
　
（
諌
早
地
域
事
務
所
）　　

【
転
出
】

【
付
配
置
】

　　　 水陸機動団を激励
　　～長崎県自衛隊家族会～

　
長
崎
東
高
校
で
自
衛
隊
福
岡
病
院
長
が
講
話

【
転
入
】

　

令
和
元
年
６
月
13
日
（
木
）
県
立
長
崎
東

高
校
に
お
い
て
、
自
衛
隊
福
岡
病
院
長
（
松

木
泰
憲
陸
将
補
）
が
、「
陸
上
自
衛
隊
衛
生

の
国
際
活
動
」
に
つ
い
て
講
話
を
行
い
ま
し

た
。

　

長
崎
東
高
校
は
、
中
高
一
貫
の
高
校
で

ス
ー
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
ス
タ
デ
ィ
」
を
学
び
の
軸
に
、
世
界
の

「
平
和
と
共
栄
」
を
目
指
し
、
長
崎
か
ら
世

界
へ
漕
ぎ
出
す
人
材
の
育
成
を
目
標
と
し
て

い
る
学
校
で
す
。

　

講
話
は
、
２
学
年
国
際
科
の
「
医
療
」
を

研
究
す
る
35
名
に
対
し
、「
陸
上
自
衛
隊
衛

生
の
国
際
活
動
」
と
題
し
、
知
識
教
育
の
位

置
づ
け
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
７
月
11
日
付

【
定
年
退
職
】

令
和
元
年
７
月
26
日
付

　

２
等
陸
佐　

丸
田　

英
之

令
和
元
年
７
月
19
日
付

お世話になりました

　

陸
曹
長　
　

大
島　

義
信お世話になりました

表　

彰

♦
第
5
級
賞
詞

『
職
務
遂
行
』　

  

陸
曹
長　

  

七
種　

修

  

陸
曹
長      

山
口　

隆
博

 

１
等
海
曹   

飯
川　

勇
一　

 

２
等
陸
曹　

佐
藤　

康
弘

 

２
等
空
曹　

津
山　

賢
一

『
車
両
無
事
故
操
縦
』

２
万
キ
ロ
無
事
故

２
等
陸
曹　

山
村　

雅
弘

２
等
海
曹　

吉
田　

禎

２
等
陸
曹　

川
良　

将
吾

    
 

以
上
令
和
元
年
７
月
31
日
付

♦
第
４
級
賞
詞

『
職
務
遂
行
』　

 

３
等
海
佐　

末
廣　

恵
一

 

１
等
陸
曹　

葉
山　

泰
宏

 

２
等
空
曹　

千
代
田　

貞
治

『
車
両
無
事
故
操
縦
』

10
万
キ
ロ
無
事
故

２
等
陸
曹　

平
方　

信
吾　
　

5
万
キ
ロ
無
事
故

陸
曹
長　
　

東　

幸
一
郎

陸
曹
長　
　

溝
口　

将
史

陸
曹
長　
　

田
口　

泰
功

１
等
陸
曹　

下
栁　

洋

佐
世
保
出
張
所
長
へ

　

１
等
海
尉　

田
代　

教

　
　
　
（
航
空
集
団
司
令
部
）

佐
世
保
援
護
セ
ン
タ
ー
長
へ

　

２
等
陸
尉　

多
比
良　

輝
彦

　
　
　
（
第
16
普
通
科
連
隊
）

総
務
課
（
庶
務
係
）
へ

　

１
等
陸
曹　

井
手　

進

　
　
　
（
第
７
高
射
特
科
群
）

諌
早
地
域
事
務
所
へ

　

２
等
陸
曹　

加
藤　

多
嘉
子

　
　
　
（
第
７
高
射
特
科
群
）

琴
海
地
域
事
務
所
へ

　

２
等
陸
曹　

寺
﨑　

圭
一
郎

　
　
　
（
第
16
普
通
科
連
隊
）

佐
世
保
出
張
所
へ

　

２
等
空
曹　

川
上　

和
孝

　
　

 （
第
19
警
戒
隊
）

       

以
上
令
和
元
年
8
月
1
日
付

　

よろしくお願いします

田代１尉
　　（佐世保出張所長）

多比良２尉
　　（佐世保援護センター長）

川上２曹
　　（佐世保出張所）

加藤２曹
　　（諌早地域事務所）

寺崎２曹
　　（琴海地域事務所）

小
月
教
育
航
空
隊
へ

　

３
等
海
佐　

末
廣　

恵
一

　
　
　
（
佐
世
保
出
張
所
長
）

相
浦
駐
屯
地
業
務
隊
崎
辺
派
遣
隊
長
へ

　

１
等
陸
尉　

前
崎　

安
貞

　
　
　
（
佐
世
保
援
護
セ
ン
タ
ー
長
）

竹
松
駐
屯
地
業
務
隊
へ

　

１
等
陸
曹　

葉
山　

泰
宏

　
　
　
（
総
務
課
庶
務
係
）

第
４
施
設
大
隊
へ

　

２
等
陸
曹　

山
村　

雅
弘

　
　
　
（
総
務
課
人
事
係
）　　
　
　

　
　
　
　
　

   

以
上
令
和
元
年
8
月
1
日
付

【
部
内
移
動
】

　

生
徒
達
は
普
段
聞
く
こ
と
が
出
来

な
い
講
師
の
貴
重
な
経
験
談
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
、
講
話
終
了
後
に
は
、
講

師
の
も
と
に
多
数
質
問
に
集
ま
っ
た

た
め
、
講
師
は
改
め
て
別
室
で
生
徒
一

人
ひ
と
り
に
丁
寧
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
、「
自
衛
隊
の
支
援
活

動
が
想
像
以
上
に
多
岐
に
わ
た
る
こ

と
を
知
り
驚
い
た
」
や
「
国
の
文
化

を
尊
重
し
な
が
ら
支
援
を
行
う
こ
と

が
重
要
だ
と
わ
か
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

将
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
の
解

決
に
向
け
て
積
極
的
に
行
動
で
き
る

人
材
育
成
の
貴
重
な
資
と
な
っ
た
も

の
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

募
集
課
）

　

令
和
元
年
６
月
11
日

（
火
）、
長
崎
県
南
島
原
市

加
津
佐
町
前
浜
海
岸
に
お

い
て
、
水
陸
機
動
団
水
陸

機
動
教
育
隊
に
よ
る
Ａ
Ａ

Ｖ
を
使
用
し
た
基
本
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
訓
練
に
お
い
て
長
崎

県
南
島
原
市
自
衛
隊
家
族

会
が
訓
練
へ
の
激
励
と
炊

き
出
し
を
行
い
、
訓
練
に

参
加
し
た
隊
員
は
、
差
し

入
れ
の
お
に
ぎ
り
を
い
た

だ
き
、
大
変
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

　

長
崎
県
自
衛
隊
家
族
会

浦
田
会
長
か
ら
、「
国
防

に
携
わ
る
部
隊
の
訓
練
を

家
族
会
が
支
援
で
き
た
こ

と
は
非
常
に
大
き
な
こ
と

で
あ
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト

を
頂
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
自
衛
隊
に

対
す
る
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
募
集
課
）

井手１曹
　　（総務課庶務係）

【
特
別
昇
任
】

２
等
陸
佐
へ

　

３
等
陸
佐　

丸
田　

英
之

        

令
和
元
年
７
月
19
日
付

陸
曹
長
へ

　

１
等
陸
曹　

大
島　

義
信

       

令
和
元
年
７
月
26
日
付

　
　
　

　

　
　
　

６
月
21
日
（
金
）
長
崎
地
本
は
平
成
30
年

度
募
集
成
果
に
つ
い
て
表
彰
を
実
施
し
、

年
間
の
健
闘
を
称
え
ま
し
た
。

　

優
秀
事
務
所
・
広
報
官
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り

優
秀
事
務
所
・
広
報
官
を
表
彰

【
本
土
の
部
】　　

最
優
秀

　

長
崎
募
集
案
内
所

優
秀

　

琴
海
地
域
事
務
所

【
離
島
の
部
】

最
優
秀

　

壱
岐
駐
在
員
事
務
所

　
　

【
広
報
官
の
部
】

最
優
秀

　

琴
海
地
域
事
務
所

　
　

森
永
２
曹

優
秀

　

長
崎
募
集
案
内
所

　
　

千
代
田
２
曹

　

壱
岐
駐
在
員
事
務
所

　
　

村
田
期
間
員

敢
闘
賞

　

長
崎
募
集
案
内
所

　
　

満
居
期
間
員

　
　

佐
藤
２
曹

　
　


